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ミャンマーの 「姥捨山」：ジンポ一語による民話テキス卜 ＊

倉部慶太

【要旨】 本言語資料では、日本昔話 「姥捨山」と類似するジンポ一語によるカチ

ン民話の本文2編を語釈および翻訳と ともに提示する。「姥捨山」は、我が国の

各地に古くから伝わる昔話 ・伝説である。 柳田園男は日本に流布するこの昔話を

「番型」、「難題型」、「福運型」、「枝折型」の 4つの型に分類し、 前二者は外来の

もの、後二者は我が国在来のものと推定する。筆者および協力者が蒐集したカチ

ン民話は 「番型」と「枝折型」に相当する。この事実はこの昔話の起源と伝播に

関する従来の説に新しい視点を与えるものである。

【キーワー ド】姥捨山，番型，枝折型，カチン人，ミャンマー

1 はじめに

本言語資料では、筆者および協力者がミャンマー北部におけるフィール ドワークで

蒐集した 1,805話のジンポ一語によるカチン人の口承資料 （大部分は民話）のうち、日

本昔話 「姥捨山Jと類似する民話本文 2編を語釈および翻訳とと もに提示する。カチ

ン人はミャンマー北部を中心に居住する同国有数の民族の 1つで、ある。カチン人は婚

姻連合を中心に共通する文化 ・社会基盤を持ち、多かれ少なかれ 1つの共同体をなす

が、言語的には多様であ り、系統的に必ずしも近くない、相互理解度の低い複数の言

語を用いる言語集団からなる。言語的に多様なカチンの人々を結びつける重要な紐帯

の 1つにジンポー語がある。この言語はカチン人の間で共通語と して通用 しており 、

シナ ・チベッ ト語族チベッ ト・ピ、ルマ語派に属する言語である。本稿では、このジン

ポ一語によるカチン民話を提示する。

本稿の構成は次の通りである。2節では、本資料と関連する日本の 「姥捨山」 の類型

と来歴、日本とカチンの昔話などに関する研究を概観し、カチンの 「姥捨山」をより

広いコンテクス トに位置づける。 3節では、本資料の蒐集方法と調査協力者の情報を

まとめる。 4節では、「姥捨山」 の類話2編を語釈および翻訳とともに提示する。

＊本研究はJSPS科研費JP17H04523の助成を受けています。本稿の執筆にあたり、匿名の

査読者2名から有益なコメントをいただきました。記して感謝申し上げます。
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2 先行研究

2.1 「姥捨山」の類型とその来歴

「姥捨山」または 「親棄山」は、我が国の各地に古くから伝わる昔話 ・伝説である。

柳田（1970）は日本に流布するこの昔話を以下の四類型に分類し（以下の類型名は大

島 1979による）、この類型はその後広く受け入れられている（三原 1977、大島 1979;

2001; 2004: 111-66、斧原 2006;2014、Reider2011）。

・番型： ある男が老親を番 （もっこ）に入れ、 彼の息子に片棒を担がせて、山奥に

遺棄する。男が親を捨てた場所に番を置いて帰ろうとすると、息子は自分が親

を捨てる番になったらまた必要になるから番を持って帰ると言う。 息子に諭さ

れた男は親捨てを止める。

・難題型 ：国王が老人を捨てよと命を出すが、ある孝行者は親を家の中に隠した。

その後、敵国の難題を老父の智恵で解いた男に国王は褒美を与える。

・福運型：妻が憎むので男が老母を山奥に捨てる。老母は山の神から打出小槌を

手に入れ、それを用いて裕福になる。それを見た妻は男に自分を山に捨てに行

かせる。しかし、 宝は手に入らず、妻は死んでしまう。

・枝折型 ：何らかの理由により 、親も承知の上で、男は老母を背負い、山に捨て

に行く 。山奥へ送る道中、母が木の小枝を折ってゆくのでその理由を息子が尋

ねる と、お前が帰るときに迷わぬようと答えた。母の慈愛を知り、息子は以前

よりも孝行するようになる。

柳田（1970）は、前二者は外来の型とし、後二者は在来の型と推定する。「番型」は

「よほど古い頃から、支那で有名な話だ、ったといふことで、色々の本にも絵にも彫刻に

もなって居る」（p.295）とし、難題型は 「我邦（わがくに）へは支那から入って来たらし

いが、元の起りは印度であ り、雑賓蔵経といふ経文の中に、出て居るといふことまで

今日ではもう判って居る」（p.296）と述べる。 一方、後二者に関しては、「多分我邦に、

よほど古い頃からあったものである」 （p.295）と述べるとともに、「外国の昔話が、千年

も八百年も前に、も う我邦の人たちに覚えられて居たといふことは、こちらにもそれ

と半分以上似かようたものが有った為だと見る ことは出来ないであらうか」（p.300）と

し、外来型の昔話が日本で受容されるに際し、在来の型が「台樹Jの役割を果たしたと

考える。文献を遡ると、「番型」と「難題型」は 『万葉集』や 『今昔物語』など中世以

前の文献に、 「枝折型Jは 『曽我物語』など中世以降の文献に確認される （南方 1918、

大島 1979:513-7、稲田編 1998:401-6）。ただし、 古くから民間に流布する ものが必

ず古典に記録されるとは限らない。斧原 （2006）が述べるように、柳田 （1970）は昔話

の下位類型の先後関係を国際的な類話との比較から導き出し、古典に記録される型が
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必ずしも最古のものではないということを示したのである。

ところで、筆者および協力者がカチン地域で蒐集した「姥捨山Jの類話は、「番型J

と「枝折型」に相当する。前者は中国を介して我が固とカチンに伝わったと考えれば

容易に説明がつくが、後者が日本在来のものであるならば、日本とカチンの類話聞の

関係は自明ではない。柳田 （1970）が示した 「姥捨山」の来歴は、大島（1979、2004:

124-6）など後の研究でも支持されているが、より最近の研究は「枝折型」が有力な伝

承ではないにしても韓国および中国の一部に流布することを明らかにしつつある（斧

原 2006;2014、田畑 2014）。斧原（2014:19）は中国大陸の内蒙古オルドス地方と阿南

省に流布する「枝折型」の昔話と河北省に伝わる類話が「吉林省の朝鮮族の類話を経

て韓国江原道の類話へと連絡し、さらに日本列島へとつながっていく 」とする。この

ように東アジアにおける「枝折型j の分布は徐々に明らかにされつつある。一方、東

南アジア大陸部に「枝折型」が分布する事実は管見の限りまだ知られていない。

なお、日本の棄老伝説はフィクションであり 、事実に基づかないものとされている。

柳田（1970）は「親棄山とはけしからぬ話、聴くも耳の械れと思ふ人もあらうが、是は

さういふ驚くやうな話題を出して、先づ聴く者の注意を引き寄せよ うとする手だてで

あって、実際は人に孝行を勧める話なのである」（p.294）と述べる。同様に、カチンに

おいてもこの習俗があったことを示す証拠はない。

2.2 日本とカチンの類話

日本とカチン聞の類話は「姥捨山」に限らない。例えば、稲田・稲田（2010:18-28) 

は「花咲か爺」の核心モチーフを持つ 「犬むかし」の昔話が、東アジア各地、ベトナ

ム、カチンに認められること を指摘している。また、カチンへの直接の言及はないも

のの、佐々木（1982）は西南中国を中心とする照葉樹林帯の山地焼畑民に日本の生活文

化の基盤をなす複数の文化特徴が認められる ことを論じ、その一例としてカチンを含

むこの地域に、羽衣伝説、花咲爺、 猿蟹合戦、炭焼小五郎、絵姿女房などの類話が伝わ

ることを指摘している （pp.176-9）。筆者および協力者が蒐集したカチン民話にも、大

まかな構成やモチーフが一致する類話がいく つか見つかった （筆者および協力者が集

めたカチン民話の全データはオンラインで無償公開している。以下の KKl-0022のよ

うな記号は、このコレクションにおける IDである。後述）。

・「こぶ取り爺さんJの類話（KKl-0022、KKl-0295、KKl-0352）： 首にこぶのあ

る男が旅に出て、墓地で一夜を明かす。その夜、墓地で霊魂が （または、夢の中

である男が）、男からこぶを取る。目が覚めると、こぶが消えていたため、男は

喜んで村に帰る。それを聞いた別の男もこぶを消そうと墓地へ行く 。墓地で寝

ると昨日の忘れ物を持って帰れと言ってこぶを渡される。こうして、男のこぶ
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は首の前後に 2つになってしまう（倉部 2018参照）。

・「舌切り雀Jの類話（KKl-0355）： ある日、娘が稲を天日干ししていると、 一

羽の腹を空かせた烏がやって来る。可哀そうに思った娘は烏に稲をやると、烏

はお礼をするので巣のあるタマリンドの木へ来るよう求める。巣へ来た娘に烏

は大きな箱と小さな箱のどちらを持ち帰るか尋ねる。小さな箱を選んだ娘は金

（きん）を手に入れる。それを聞いた隣娘も烏に稲をやり、タマ リン ドの木へ行

く。土産に大きな箱を選ぶと 中には蛇が入っていた。

・「桃太郎Jの類話（KKl-1838）：貧しい老夫婦が川｜へ洗濯に行くと川｜上から榔子

の実が流れて来る。それを持ち帰ると、榔子の実から小人が生まれる。老夫婦

は柑~子太郎を自分の息子のように育てる。ある日、鬼が国王の娘をさらう 。 柑~

子太郎は鳥、蛙、針鼠とともに鬼退治に行く。退治の際、鬼が榔子太郎を握っ

て息を吹くと榔子太郎は人間の青年になる。鬼を退治した榔子太郎は娘を救い、

結婚する。

我が固とカチンの聞に観察される類話の説明として、伝播、普遍性、偶然の一致な

ど複数の可能性が考えられるが、これを証明することは難しい。「姥捨山」やその他の

類話の来歴を知る上で、カチンの周辺地域における類話の流布状況の調査が今後鍵と

なる。しかし、近年の急速な社会の変容により、民話を保持する少数民族は急速に減

少している。カチン人も例外ではなく、テレビやインターネットの普及により 、若者

の民話を含む口承への関心は薄れつつある。これら多くは記録されていないため、継

承が途絶えてしまう可能性が高い。これら無形の文化財はいま記録しなければ、二度

とその実態が分からなくなる。

3 データ

筆者は 2009年から 2017年にかけてミャンマーにおけるフィールドワークにより、

ジンポ一語の一次資料を精力的に蓄積した。特に 2016年からは 3名の現地協力者の

協力を得て、ミャンマーのカチン州、｜において、カチンの伝統民話の大規模な収集を行っ

た。一連の現地調査の成果の 1っとして、 2017年 3月 11日までに、 196名の語り手

の協力のもと、計 1,805話のジンポ一語による語りの音声資料（計 157時間弱）を集積

したl。現在、全データは言語アーカイブ PARADISEC(Pacific and Regional Archive 

for Digital Sources in Endangered Cultures）で公開されている2。同コレクションでは、

音声資料に加え、1,552話分の書き起こしも公開している（2018年 12月時点）。本稿

lー話が複数の音声ファイノレに分かれることがあるため、音声ファイル数はこれよ りも多い。
2 http://catalog.paradisec.org.au/collections/KK1 
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で提示する民話2編は、同コレクションから選定したものである。

調査では、筆者または協力者が主にミャンマーのカチン州ミッチーナー市とその周

辺においてコンサルタン ト宅に赴き、語り手の情報の収集と音声の録音を行った。録

音では、 リニア PCMレコーダー（ZOOMH4n、ZOOMH4nPro、ZOOMH5）にショッ

トガンマイク（RφDENTG2、SONYECM・VGl、audio-technicaAT9944）またはラベ

ルマイク（audio-technicaAT9904）を接続し、音声を 44.lkHz/16bitまたは 96kHz/24bit

の精度で取り込んだ。調査後、音声ファイル名、録音日、録音地、話者名、年齢、出身

地、母方言、運用能力を持つ言語、録音機材などに関するメタデータを作成した。そ

の後、語り手または母語話者の協力を得て音声の書き起こしと翻訳を進めた。

4 本文

本節では民話本文2編を語釈と翻訳とともに提示する。柳田（1970）の類型に基づく

と、民話 1は「枝折型j、民話2は「番型」に相当する。民話 1はPARADISECの項目

KKl-1364、民話 2は項目 KKI-0004に対応し、それぞれの項目において音声と ジン

ポ一語正書法による書き起こしが現時点で利用可能である。なお、本資料は自然発話

であるため、繰り返しゃ言いよどみなどを含むが、原則としてそれらも本文に反映さ

せてある。翻訳は言語研究の利用に供するよう、できる限り原語に忠実に訳した。そ

のため、日本語としてやや不自然な部分がある。以下で用いるジンポ一語の音素表記

に関しては Kurabe(2018）などを参照されたい。

4.1 民話 1

本民話は 2017年 2月 21日にカチン州 Waingmaw市において筆者の調査協力者が

行った対面調査により得られたものである。語り手は Hpakant出身の女性話者 (1989

生）である。調査では、まず、リニア PCMレコーダー（ZOOMH4n）にラベルマイク

(audio-technica AT9904）を接続し、音声 （44. lkHz/16bit）を取り込んだ。対面調査後、

調査協力者が正書法を用いて音声を文字に書き起こし、後日、筆者が別の調査協力者

の協力のもと、翻訳、語釈付与、データの確認作業を進めた。

(1) mむy da 1, 9;}thbIJ faIJay ko 1尚1,nday, gayda 算釦？mi IJ3 1ay da1. 

long.ago HS village one LOC then well widow 3du mother live DECL HS 

昔のことだそうだ、ある村に、 あのー、未亡人の母子 （lit.母を含む彼ら 2人） が

住んでいたそうだ。

戸
同
dρ

0
 



倉部慶太

(2) day尚？同n?nu g；｝算ago num lu s-ay da 1. 

that then 3du mother child TOP woman get CSM-DECL HS 

そして、彼ら母子の息子は嫁を得たそうだ。

(3) num lu re nmi，同n?nu ni masumre :ga ?ay da?. 

woman get LV SEQ 3du mother PL three LV live DECL HS 

嫁を得て、彼ら母子たちは 3人で住んでいたそうだ。

(4) day 安aloy界る1,nday, ［算i? gan田n :gu na] gむ g田noy

that when then well 3sg.GEN daughter-irトlawsay NMLZ TOP mother-in-law 

phe? gray n-ra? ?ay da?. 

ACC very NEG-like DECL HS 

そのとき、あの、彼女の義理の娘と言う人は、姑を大変好かなかったそうだ。

(5) gray n・ra? na 広e?,gray n・ra? na 区色1,nday, タi? ga算aphe? 

very NEG-like SEQ then very NEG-like SEQ then well 3sg.GEN child ACC 

?amyu，・myu:gu na tsun ?ay da? le ?i. 

kind-RED say SEQ say DECL HS SFP SFP 

大変好かず、大変好かず、あの、彼女（姑）の息子に色々と言ったそうだよ。

(6）“na? ?nu phe? gabay kaw ga？” pha-nya day khu :gu tsun ?ay 

2sg.GEN mother ACC throw away HORT what-COUP that like say say DECL 

da?. 

HS 

「あなたの母を捨てましょう j とかなんとか、そのように言ったそうだ。

(7) ganu mad? y句 ma,tsi ma n-tsi ?ay da?. 

mother be.sick when also medicine also NEG-treat DECL HS 

母が病気になっても、薬も治療しなかったそ うだ。

(8) 算血1lakho:g go tsi ma n-tsi re na 算e?'安i? ganu gむ gray

3du two 

mad? j句

TOP medicine also NEG-treat LV SEQ then 3sg.GEN mother TOP very 

to ?ay da?. 

be.sick be.chronic CONT DECL HS 

彼ら 2人は薬も治療せず、彼の母は病気が大変慢性化していたそう だ。
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(9）俳句fil;}ci?jinJ re jag, nday 算色1,~i1 9；｝広ago 9;}nu “察at 算a

very be.sick be.chronic LV when well then 3sg.GEN child TOP mother food eat 

m;}yu ?ay”帆 ti?m句，判61 ~a 1ay da.1. 

DESIO DECL say but also NEG-give eat DECL HS 

大変病気が慢性化し、あの、彼女の子供は母が 「ご飯を食べたい」と言っても

食べさせなかったそうだ。

(10) lawan-wan si na matu da?. 

be.fast-RED die IRR for HS 

早く死ぬようにということだ。

(11) 安危1Iakhog gゐ尚tma Ii-jo? 9
且‘a
 

Ju vd a
 

9
且，a

 

p
p
 

3du two TOP food also NEG-give eat DECL HS 

彼ら 2人はご飯も食べさせなかったそうだ。

(12) ray y句 ganu go k：トni 血臼 1~ト凶 mad? wa ?ay da.1. 

COP when mother TOP one-day COM one-day be.sick VEN DECL HS 

すると、母は一日一日と病気になって来たそうだ。

(13) mad?, 1加:n,gray mad? na? wa的1,la-ni mi na ?aten tha.1 ~i? 

be.sick INTJ very be.sick spend VEN then one-day one GEN time LOC 3sg.GEN 

na madu?-jan go day ~i? madu？・waph臼尚？“sagabay da su？” 

GEN host-female TOP that 3sg.GEN host-man ACC then go throw RES IMP 

Iむ 1i.

SFP SFP 

病気が、うん、大変病気が続き、ある日、彼の嫁はその彼女の夫に「行って捨

てておきなさしリだよ。

(14) day 広aloy広ら？凶？ ga広ago ganu phe? 区ら1phay-lag ?ay da.1. 

that when then 3sg.GEN child TOP mother ACC then caロy-ca町yDECL HS 

そうして、彼女（姑）の息子は母を担いで運んだそうだ。

(15) phay-la司 na 広色1,16 nam d臼 phay-la司 na 尚？，お，［ganu

carry-ca汀ySEQ then over.there forest ALL carry-ca汀ySEQ then INTJ mother 

phe1 phay-lag 1ay] 安aloy広ら11i, phun-fakyig Iagay do 1 la司 1ay

ACC ca汀y-ca汀yNMLZ when then SFP tree-branch one break ca汀yDECL 

da.1. 

HS 
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担いで運んで、あちらの森へ担いで運んで、え一、母を担いで運んだときだね、

（母は）木の枝を一本折って運んだそうだ。

(16) [do? laJJ re ?ay] 算aloy広e?,算i? ga尚 bay wa y句， lam

break carry LV NMLZ when then 3sg.GEN child again return when road 

Ii-dam na matu namlap lal)ay lal)ay lagay phe? jιトkhrat mat 

NEG-go.astray IRR for leaf one one one ACC CAUS-fall COMPL 

wa ?ay da?. 

VEN DECL HS 

（木の枝を）折って運んだとき、彼女の息子がまた帰る ときに、 道に迷わないよ

うに（その木の枝で叩いて）木の葉を一つ一つ一つ落として行ったそうだ。

(17) ja-khrat mat wa, [tho binn-n担 n-malilJ d色1diI re ?ay] 

CAUS-fall COMPL VEN up.there mountain-forest-forest ALL arrive COP NMLZ 

区al6y侭e?,~i? ga広ago ganiI phe? san ?ay da?. 

when then 3sg.GEN child TOP mother ACC ask DECL HS 

（葉を）落として行き、あの山の上の森に着いたとき、彼女の息子は母に尋ねた

そうだ。

(18）“［？nu, na司pha・b61re na nday namlap ni pha・b61re na ja・khrat

mother 2sg what-kind COP SEQ this leaf PL what-kind COP SEQ CAUS-fall 

to ?ay ma”が1 tsun ?ay］回16y，“［ny臼 ga凶 bay wa ?ay] 

CONT DECL Q QUOT say NMLZ when lsg.GEN child again return NMLZ 

広aloylamd”dおn ?uga.1 lJU na, [?nu go nalJ phe? day khu galo 

when road NEG-go.astray OPT QUOT SEQ mother TOP 2sg ACC that like do 

?ay] re”lJU tsun ?ay da?. 

NMLZ COP QUOT say DECL HS 

「お母さん、あなたはなぜ、この葉をなぜ落としているのですか」と言ったとき

「私の息子がまた帰るときに道に迷いませんようにと、母はあなたのためにその

ようにしたのです」と言ったそ うだ。

(19）“day, nag bay wa y句， dam to j刊行， IlaJJn-ce wa 

well 2sg again return when go.astray CONT when SFP 2sg NEG-know return 

mat na”帆 na tsun ?ay da.1. 

COMPL IRR QUOT SEQ say DECL HS 

「その、あなたがまた帰るとき、道に迷うとですね、あなたは帰れなくなってし

まいますJと言ったそうだ。
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(20) day 算③I6y算i? g；｝尚gむ myit-malaylu ima前1,~i1, 広i1 ?nu 

that then 3sg.GEN child TOP mind-change get SEQ then 3sg.GEN 3sg.GEN mother 

phe? bay, bay woy wa ?ay da.1. 

ACC again again lead VEN DECL HS 

そうして、彼女の息子は心を入れ替え、 彼の、彼の母をまた、また連れて帰っ

たそうだ。

(21) bay woy wa ima ~i1 ?nu phe? 1ふtsom ‘a
 

w
 

vd 
，a
 

L
U
 

‘a
 

p
F
 

again lead VEN SEQ 3sg.GEN mother ACC ADV-be.well only again return 

baw ?ay da.1. 

take.care.of DECL HS 

また連れて帰り、彼の母をよ くまた帰って世話をしたそうだ。

4.2 民話2

本民話は 2016年 12月 9日にカチン州 ミッチーナー市において筆者が行った対面調

査により得られたものである。語り手はカチン州、ISadung出身の女性話者 （1943生） で

ある。 調査では、 まず、リニア PCMレコーダー（ZOOMH4n）にショットガンマイク

(RφDENTG2）を接続し、音声 （44.lkHz/16bit）を取り込んだ。対面調査後、筆者が正

書法を用いて音声を文字に書き起こし、後日、別の調査協力者の協力のも と、翻訳、語

釈付与、データの確認作業を進めた。

(1) [ya? khay na] mawmuy-ga占ogo [num ni myit SU ra ?ay] 

now tell NMLZ story-word-head TOP woman PL mind be.mature need NMLZ 

lam. 

way 

いま話す物語の題目は、 嫁は賢くなければならないこと (lit.道）。

(2) n田 n [n・・gaja ?ay] Iii la y句，［gaIUJJre ?ay] m句khagpru

woman NEG-be.good NMLZ get take when how COP NMLZ problem come.out 

wa ?ay, digkhu k61, gu mawmuy re. 

VEN DECL household LOC say story COP 

嫁のよくないのをもらうと、どのような問題が出るか、家庭で、という話で

ある。
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(3) moy da?, g;}tll句 faIJaymi k6? num [gray Ii-khrak ?ay] num mi 

before HS village one one LOC woman very NEG-be.good NMLZ woman one 

IJ3. na re, diIJkhu faIJay mi ilia？？色

live IRR COP household one one LOC SFP 

昔のことだそうだ、ある村に嫁、ある大変よくない嫁がし、たようだ、ある家に。

(4) [~i? ?a? g;}gU di司la-wa go gray diIJla, ?;}Sak g;}ba 

3sg.GEN GEN father-in-law old.man-man TOP very be.old age be.big 

s-ay] re da?. 

CSM-NMLZ COP HS 

彼女の男である老人は大変年老いたそうだ。

(5) day wa day gdgu diIJla-wa phe? num day g;}nam-jan 

that man that father-in-law old.man-man ACC woman that daughter-in-law-female 

d田 ra?.

NEG-like 

その人、その男である老人をその女、義理の娘は好かなかった。

(6) 広i? ？泊 m;}du？・wa?e？尚？“ndayniIJ-Wa 1e1 10 n出n

3sg.GEN GEN host-man ACC then this 2.GEN-father ACC over.there forest 

d臼，［tsan ?ay] 四時 d臼，［m部 ag;}day Ii-mu ?ay] 回，rade? 1を sa

ALL be.far NMLZ place ALL person who NEG-see NMLZ place ALL SFP go 

sa kaw su？”。u,9；｝算a9ゐ 9;}W3.?e? ll-Wam Sa Sa ?ay. 

send away IMP say child TOP father ACC NEG-dare go send DECL 

彼女の夫に 「このあなたの父をあの森に、遠いところに、人が誰も見ないとこ

ろに送って行きなさい」と言ったが、息子は父を送る気になれなかった。

(7) ray tim“sa sa siI？”凶？ふIJU IJa jaIJ, k;}l句mina go 16 

COP but go send IMP only HAB-say CONT when once one GEN TOP over.there 

fil;}fC 算iljllOID[loy mi naw n・tsan ?ay］四，rak6? sa tむnda 

village outskirt a.little one too.much NEG-be.far NMLZ place LOC go put RES 

ya.IJ go, guy faljay mi khan-naIJ ?ay da?. 

when TOP dog one one follow-follow DECL HS 

しかし、「送って行きなさい」とだけいつも言うと、ある時、あの村外れ、 少し、

あまり遠くない場所に行って（息子が父を）置くと、犬が一匹ついて来たそうだ。
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(8) guy day ko?, day gawa diIJla・wa gagu di司la-wa k61 sin 

dog that LOC that father old.man-man father-in-law old.man-man LOC guard 

IJa mi 前1,[day [~i 1e1 sa sa ?ay] ga凶－wa wa mat ?ay] 

CONT SEQ then that 3sg ACC go send NMLZ child-man return COMPL NMLZ 

phaIJお gむ， guyday gむ diIJla day ？臼 gasむt cu gasむt, manam 

after LOC TOP dog that TOP old.man that ACC drag.feet only drag.feet smell 

nrni, ~iIJ IJa ja司 go,ko?si wa, j組曲 wa, ko?si wa Ja司， guy

SEQ thus stay when TOP be.hungry VEN sun arrive VEN be.hungry VEN when dog 

day m切 diIJla-wa rot 四mu-mujaIJ go, wa woy s-ay da?. 

that also old.man-man get.up move-RED when TOP return lead CSM-DECL HS 

犬はそこで、その老人、男のところで見守り 、その彼を送った息子が帰った後、

その犬はその老人の足を引くに引し、て、においを嘆ぎ、そのよ うにしていると、

お腹が空き、日が暮れ、お腹が空くと、その犬も老人が起きて動く と、帰るの

を先導したそうだ。

(9) day guy k61 kh加・IlaIJ wa, myi? Il・・mu IJa tim, kaci-ci go 成？

that dog LOC follow-follow VEN eye NEG-see CONT but little-RED TOP indeed 

n-masむpdam ?mam ?i. 

NEG-pat go.astray be.blurred Q 

その犬について行き、目が見えないといっても、少しは手探りで迷いぼんやり

しながらで、はなかったか。

(10) wa yaIJ gむ bay pむt s-ay da?. 

return when TOP again get.angry CSM-DECL HS 

（老人が）帰ると（嫁は夫に）また怒ったそうだ。

(11）“IliIJ-Wa 1e1 [tsan ?ay] d色1sa sa 1iI1 IJU, [ni ?ay] k61 安a

2.GEN-father ACC be.far NMLZ ALL go send IMP say be.close NMLZ LOC only 

sa nna, ya? day-na? bay d色 wa ?ay”。dnna pむt.

send SEQ now this-night again arrive VEN DECL say SEQ get.angry 

「あなたの父を遠いところへ行って送れと言ったのに、近いところにだけ行っ

て、いま今晩また （老人は） 帰ってきた」と怒った。

(12) ray jaIJ gむ la-ni mi na go madu？・wam句 graymyit thum. 

COP when TOP one-day one GEN TOP host-man also very mind be.ended 

すると、一日、 夫も大変落胆した。
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(13) day num-jan “n句－wa 1臼 :ri・sa kaw yaIJ go, IJay n-IJa 

that woman-female 2.GEN-father ACC NEG-send away when TOP lsg NEG-live 

?ay.” 
DECL 

その嫁は「あなたの父を送らなければ、私は（この家に）住まない。」

(14）“nday nta IJay n-IJa ?ay”。unna pむt IJa jaIJ 9o，“gawaphe? 

this house lsg NEG-live DECL say SEQ get.angry CONT when TOP father ACC 

16 [ts組？ay］仰向 d臼 sasa na re”IJU ka? laIJay凶

over.there be.far NMLZ place ALL go send IRR COP say wicker.basket one one 

galo ?ay da?. 

make DECL HS 

「この家に私は住まなしリと怒っていると、（夫は）「父をあの遠い場所へ行って

送ろう」と、 lつの藤龍を作ったそうだ。

(15) gawa phe? gun na matu, sa gun sa na matu, ka? galo na 

father ACC carry IRR for go C創TYsend IRR for wicker.basket make SEQ 

尚1,gawa ph臼“？wa ?e, 1血1?wad句r・nibay 10 n担任問1ra mi 

then father ACC father SFP ldu father this-day again over.there forest-place one 

de? sa yu ga？.” 

ALL go CON HORT 

父を運ぶために、行って運んで送るために、僚龍を作って、父に 「お父さんよ、

私たち父子 (lit.父を含む私たち2人）は今日またあちらの森の場所に行ってみ

ましょう。」

(16）“yi?-s曲 sayu let loy sa mada yu ga？” IJU na 成？，

swidden-garden go CON SIM a.little go observe CON HS say SEQ then 

ka? day k61 baIJ khyen s・ay da?. 

wicker.basket that LOC put prepare CSM-DECL HORT 

「畑に行ってみて少し行って眺めま しょう」と言って、その藤龍に（父を）入れ

る準備をしたそうだ。

(17) b3IJ IJ3 j3IJ 成工 la・gaタa, ~i? ？泣 ga広u, day ga凶－wa 1a1 

put CONT when then man-child 3sg.GEN GEN grandchild that child-man GEN 

ga凶， ga算色－ma la-ga広a gむ mむ dat nna 算色？，

child grandchild-child man-child TOP see away SEQ then father now tha t 

n
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ka? day duy」a phe? sa sa kaw jaIJ, ka? day 

wicker.basket that grandparent-man ACC go send away when wicker.basket that 

khiun kaw da ?yo.” 
PROH abandon RES SFP 

（父を龍に）入れていると、 男の子、彼（老人） の孫、その（老人の）子の子、 孫の

男の子が見て、 「お父さん、いまその藤龍、そのお爺さんを行って送ったら、そ

の膝龍を捨てておかないでよ。J

－v
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・
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q
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M
運
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M
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ま

、‘，
ノ
oo 

’EA
 

〆’目、
、

(19）“y幻 naJJ1e1 ma, nday dzon re ?asak gaba jaIJ, JJay bay ?wa ph臼

now 2sg ACC also this like COP age be.big when lsg again father ACC 

gun sa ra na re.” 

carry send need IRR COP 

「し1まあなたをも、このように年取ったら、私はまたお父さんを運んで送らなけ

ればならないのです。」

(20）“ka? day bay la wa rif”JJU :ima tsun dat s-ay da?. 

wicker.basket that again take VEN IMP say SEQ say away CSM-DECL HS 

「その藤龍をまた持って帰ってくださいj と言ったそうだ。

(21）四16ygむ myityu s-ay da 1, gawa, day ma ？幻 gawago. 

then TOP think CON CSM-DECL HS father that child GEN father TOP 

そのとき、考えてみたそうだ、父、その子供の父は。

(22）“ga, ya? ma ni ?a？ 皿 沼l?e [kasi Il・・gaja ?ay] galo na khu ray 

INTJ now child PL GEN face LOC pattern NEG-be.good NMLZ do IRR like COP 

s・ay.”
CSM-DECL 

「ああ、いま子供たちの前でよく ない行いをしよう としたのだ。」

(23）“？e n・・nu お， IlaIJ血色？？釦ga凶 Iiikhra JJa ti? IDUJJ, ya? nye? 
INTJ 2.GEN-mother SFP 2sg COM ldu child get till live but also now lsg.GEN 

?wa phe? na司gunsa su? JJa.'' 

father ACC 2sg carry send IMP say 

（妻に対して）「おい、 母さん、あなたとは私たち2人の子供を授かるまで住んで
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いるけれども、いま私の父をあなたは運んで送れと言う。」

(24）“ya? sa gun sa kaw jaJJ, ?an 1a1 ga凶m句？釦1e1bay gun sa na 

now goca汀ysend away when ldu GEN child also ldu ACC again carry send IRR 

khu算e？司aJJa ?ay lo.” 
like then say CONT DECL SFP 

「し、ま行って運んで送るならば、私たち 2人の子供も私たち 2人をまた運んで送

るというように言っているよ。J

(25）“nday go n-may A " na re. 

this TOP NEG-be.good IRR COP 

「これはいけないだろう。j

(26）“naJJ miuJ ?~tsom myit yu 1iI1.” 
2sg also ADV-be.well think CON IMP 

「あなたもよく考えてみなさい。」

(27）“IlaJJ nye1 1wa 1e1 Iトgun sa Ii・khro JJa jaJJ, na司mi?Il・・JJU

2sg lsg.GEN father ACC NEG-carry go NEG-agree CONT when 2sg but NEG-say 

na, [na司tsun?ay] th臼 maren,na司血色？？血lcom kha? ra na 

SEQ 2sg say NMLZ COM same 2sg COM ldu CONTR be.parted need IRR 

tay 1ay.” 
become DECL 

「あなたは （私が）私の父を運んで行かないのに賛成しないならば、あなたは何

も言わず、あなたが言った通り、あなたと私たち 2人こそが別れなければなら

ない。」

(28）“？釦go ng恒1n61 roJJ ?ay.” 
ldu TOP power still contain DECL 

「私たち 2人は力もまだある。」

(29）“tam ~a lu 1ay.＇’ 
look.for eat can DECL 

「（自分で食べ物を）探して食べることができる。」

(30）“ya? nye? 1wa gb [ myi1 Ii・mu 1ay] 血日［n-ce tam タa
now lsg.GEN father TOP eye 

?ay] majむ，。ayphe? nye? 

NEG-see NMLZ COM NEG-know search eat 

g時 hIidan di gun sa na khu ray jaJJ, 

NMLZ because lsg ACC lsg.GEN child thus do carry go IRR like COP when 
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re＇’ IJn nmi tsun ?ay. 

NEG-be.good IRR COP say SEQ say 

「し、ま私の父は目が見えず食べ物を探すこともできないので、私をまた私の子供

DECL 

na n-may 

と言った。いけません」がこのようにして運んでいくようならば、

da?. 

LOC ABL woman that very think CON CSM-DECL HS 

その嫁はよく 考えるようになったそうだ。

s-ay day gray myit yu llUill (31) day 算；｝lliko? mi 

that day 

その日から、

A " re. na n-may re, ray na (32）“？色，

INTJ COP IRR COP NEG-be.good IRR COP 

いけないだろう。」そうだろう、「ああ、

n-may go, Y3IJ ？おl1a1 g；｝広3day khu g;}}O wa (33）“ya? 1お11e1 hay 

VEN when TOP NEG-be.good now ldu ACC again ldu GEN child that like do 

re”IJU myit-m;}lay Iii day g;}gu 

LOC ABL woman that father-in-law 

nna,day四niko 1 nna llUill 

IRR COP say mind-change like SEQ that day 

phe? ?a-tsom di na, bay ts臼－ra？・kh句9alet 

na 

nna, diijkhu 

SIM lead CONT SEQ family 

da?. 

‘a
 

nv 
vd
 

o
 

w
 ADV-be.well do SEQ again love-like-respect 

?ay] di司khude Iii ma11ay 

ACC 

。vd 
nr 

r

・・・L

9
且‘a

 

h
u
 

et 
Vν a
 

J
U
 

that LOC be.happy NMLZ family 

「し、ま私たち 2人をまた私たち2人の子供がそのよ うにするようになったらい

DECL HS build can PL 

その日からその嫁は男をしっかりとまた愛と心を入れ替えて、けないだろうJ

し敬いながら導いて、穏やかな家族を築くことができたそうだ。

Ae 
E
 

‘町m
 

w
 

‘a
 

m
 COP NMLZ story 

ni tsun ?ay] 

that before GEN PL say 

これは昔の人々が語った物語だ。

na 
vu 
‘m
 

r
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J
U
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(35) d組。afaIJay mi. 

thus say one 

このように言うの（物語）が Iつ。

one 
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記号・略号

mo中hemeboundary GEN genitive 

nominalized clause boundary HAB habitual 

first person HORT hortative 

2 second person HS hearsay 

3 third person IMP imperative 

du dual INTJ interjection 

pl plural IRR irrealis 

sg singular LOC locative 

ABL ablative LV light verb 

ACC accusative NEG negative 

ADV adverbializer NMLZ nominalizer 

ALL allative OPT optative 

CAUS causative PL plural 

co恥f com1tative PROH prohibitive 

COMPL completive Q question 

CON conative QUOT quotative complementizer 

CONT continuous RED reduplicant 

CONTR contrastive RES resultative 

COP copula SEQ sequential 

COUP couplet SFP sentence-final particle 

C S恥f change-of-state marker SIM simultaneous 

DECL declarative TOP topic 

DESID desiderative VEN venitive 
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"Ubasuteyama" of Myanmar: Folktale texts in Jinghpaw 

Keita Kurabe 

Abstract 

This paper offers two fully-analyzed folktale texts in Jinghpaw, a Tibeto-Burman lan

guage spoken in northern Myanmar and adjacent areas of China and India. The present 

folktales are selected from 1,805 Jinghpaw narrative recordings (ea. 157 hours in total) 

with 1,552 transcriptions (as of December 22, 2018) archived at PARADISEC. They were 

collected in Myanmar by the author and local collaborators between 2009 and 2017 with 

the help of 196 native narrators. The present texts are of significance in that their sto

ry lines are similar to those of the popular Japanese traditional folktale "Ubasuteyama." 

Since Kunio Yanagita 1945 [1970], it has often been recognized that the folktale has 

four versions, known as the "basket-type," "difficulty-type," "fortune-type," and "broken 

branch-type." The former two are considered to be of foreign origin and the latter two of 

Japanese origin. The folktales we collected in Myanmar correspond to the "basket-type" 

and the "broken branch-type." This fact may suggest a new interpretation of the diffusion 

of the story. 
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